
◎沖縄：５．１５平和行進および平和とくらしを守る県民大会 

  日時：5月 15 日(日) 午前 9 時～ 平和行進（宜野湾市役所集合）午後 12時 30 分～1 時 30 分 県民大会 

  場所：宜野湾海浜公園野外劇場 

主催：復帰 39年 5.15 平和とくらしを守る県民大会（℡098-833-3218 沖縄平和運動センター） 

○TAMi★ROCK★FES at たみとや 反原発・たみとや 3 周年 No Nuke! No Base Okinawa! 

  日時：5 月 15 日(日) 午後 5時半から 

 場所：リサイクルショップ「たみとや」（目黒区南 1-24-14 東急目黒線大岡山駅徒歩 7分） 

 Fee：1,000 円（本格カレー付き） 連絡先：03-6662-8205 

 

○5.20 を裁判員制度廃止記念日に！全国集会 in 日比谷 

日時：５月２０日（金）１８時３０分～（開場１８時）  

銀座デモ ２０：１５出発 

場所：東京・日比谷野外音楽堂（日比谷公園内） 

主催：「裁判員制度はいらない！大運動」 

連絡先：新都心法律事務所 TEL03-3348-5162 FAX03-3348-5153 

 

○KATARUNGAN-ロラたちに正義を！(仮題) 

ロラたちのドキュメンタリー映画完成記念コンサート・上映会 

日時：5 月 21 日(土) 午後 1時 30 分～5 時 

 場所：武蔵野スイングホール JR 武蔵野駅北口徒歩 2分 

 料金：当日 1,800 円前売 1,500 円 

 よびかけ：フイリピン元「慰安婦」支援ネット・三多摩（ロラネット）℡0422-34-5498 

 

○目黒教育ネットワーク  “歴史から学び 教育の未来を創ろう” 

日時：5 月 28 日(土) 午後 2 時～ 

場所：中央町社会教育会館 地下レクリエーションﾎｰﾙ（目黒区中央町2－4－18中央町さくらプラザ地下1階） 

お話し：石山久男さん(歴史家・教育者、歴史教育者協議会委員長) 資料代 500 円 

主催：目黒教育ネットワーク 連絡先：090-3499-3999  

 共催：とりつおせっ会 日本婦人有権者同盟目黒支部 目黒平和活動連絡会  

 

このニュースに情報を掲載するにあたっての原則は、憲法 9条を守り、平和主義にねざした政治と社会をめざす

活動、平和な社会の前提となる様々な社会問題（教育、福祉、環境、雇用）や歴史経済の課題、公正な行政や制

度を求める市民活動などの学習会、講演会、集会など、発行者側の主観をまじえず、寄せられた情報、得られた

情報を一覧形式で紹介することです。この原則に沿って、目黒区内の活動優先、随時、広域、他の地域のイベン

トも掲載。潮流を問わず紹介。ただし、政党活動そのものは市民活動の本旨から、除外させてもらいます。みな

さん、是非、情報をお寄せください。このニュースを介して、少しでも地域のお互いが、様々に行動しているそ

れぞれの情報を共有し、勇気づけあい、各々の輪をひろげ、つながることをめざしています。 

 

 

 

 

 

賛助カンパ一口 500 円（随時） 

お願いします！ 

宣伝・広告掲載を（右例→） 

ご希望の方はお問い合わせください 

目黒平和連絡会のホームページが 

できました！ご覧ください！！ 

http://meguropeaceaction.web.f

.com/index.html 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

3 月 11 日大震災にともない、発行が遅れたことをお詫び申し上げます。本号は、当会代表の佐

久間さんのメッセージと当会メンバーの楡原さんの被災地支援のレポートを掲載しています。 

 

 

 

原爆の被爆国から、原発の加害国となった日本 

                                          佐久間やす子 

 

３・１１の大震災と津波被害の言葉にできない衝撃に、自分も含めて何かは変わらなくてはなら

ないのだと思う。東電パフォーマンスの「計画停電」もあっての節電・自粛の浸透から、ここにき

て反転し、経済復興に自粛は足かせと、「さあ、買おう、外食しよう、旅しよう」と言われても、

白紙で楽しめるものだろうか。 

「がんばろう。日本はひとつのチーム、日本は強い国、信じてる」を繰り返す TVの強迫は「戦

中か？」ってか、ひどかった。弱音をはかせない圧迫。お手軽なカミカゼ「日本人」像。とりわけ

高齢化率も高い地域で、高齢犠牲者が多く、避難生活に耐え得なかったケースも増えている。医療

や介護の関連施設自体が甚大な直接被害で機能を失ったこともあるが、不足品目や設備問題の報道

から、災害対策が弱者包括に及んでいないことが浮き彫りになった。リアリティーを薄めて、この

国は、今も「辛抱強く、苦難に耐え、チームワークで一丸に、努力・努力」を売りに、外からの目

を気にし、評価してもらいたがっている。（次ページに続く） 

 

  

 

 

 

 

２０１１年５月   第１４号 

 目黒ピースアクションニュース 
戦争と差別と貧困のない平和な社会を目指して読者とともに創る情報共有誌 

広く情報、自由に活用！（マスプリ・転載、歓迎） 

（ホームページができました！http://meguropeaceaction.web.fc2.com/index.html） 

隔月（前月２０日）発行：掲載希望情報の締切は前月 10 日まで 

ご連絡・投稿は ﾒｰﾙ：meguro_peace_action@yahoo.co.jp ﾌｧｯｸｽ：０３－６６６２－８２０５ 

企画・編集・発行：目黒平和活動連絡会（目黒区社会教育登録団体） 

目黒区平和都市宣言（1985 年 5 月 3 日目黒区告示第８５号） 

かつて人びとは、戦火に包まれ悲しい歴史の一ページをつくった。時は移り、今、平和の尊さをしみじみと思う。 

青い空、緑の木々。街には明るいあいさつがかわされ、人びとの顔にはほほえみが浮かぶ。 

この幸せを再び失ってはならない。私たちは、地球のすべての人びととともに永遠の平和を築くよう努力する。 

この誓いをこめて、目黒区は平和憲法を擁護し、核兵器のない平和都市であることを宣言する。 



が、原発事故という人災が 2重苦にのしかかったため、不幸なことに国際社会の被災地への様々

な善意以上に、周辺への加害の程度と範囲が注視されている。核燃料棒を冷やすには水。水がない、

水が入らない、漏れる、蒸発する、放出する。汚染水を循環させる仕組みを計画通りの工程で再構

築できるまで、できなければ、放射性物質は空中に、地面に滲み、海に流れでる。大量の水を海に

放出するしかない。事態の予測は当初からついていたはずだが、ことの深刻さは現在でも過小に報

告されている。現場の作業者や放水部隊は「特攻隊」か。下請け作業員の劣悪で危険な状況も次第

に表面化してきた。それでも、膨大な人数の作業者の関与によって収束することを祈るように願う

しかない。不幸な事態だ。本当になんと言っていいのかわからない。 

「原発はいらない。原発は危険だ」それは、言ってきた。が、もちろん冷房もエレベーターも使

ってきた。起こりうる事態の確率の低さにかまけて危機感を欠落させていた。けれど「一億総ざん

げ」はだめ。加害・被害の構図と責任の所在をはっきりさせなければならない。東京は原発周辺地

域に対しても。そして広島長崎の人々が核兵器の廃絶を訴えてきたように、彼らに続き、「世界中

の原発、NO」に向かおう。「海は広い。汚染の影響は薄まる。さらに安全な原子力活用を」という

方向に再び走らせてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

大震災と自衛隊 

楡原民佳 

 

３月１１日に起きた未曾有の大地震･･･路上生活者への支援活動を行っている私たちも「何かで

きることがあるのでは」と考え始めていた頃、東京都が避難民の受け入れを始めた。さっそく東京

武道館に滞在する福島原発周辺からの避難民への温かい食事の差し入れを始めたのだが、それが発

展して、今では週に１度、福島県いわき市に温かい食事や飲み物、食材、ガソリンなどを運ぶよう

になった。 

私たちが最初にいわき市を訪ねたのは３月末のことだ。物資が届かず（ガソリンがないので運ぶ

ことができなかった）、食事ができない危機的な状況にある避難所がいくつかあり、自衛隊が救援

に入ったところだということを、自炊ボランティアを行っている地元の青年から聞いた。私たちが

用意した４００人分の豚汁は、二ヶ所の避難所で瞬く間になくなり、皆が「震災以来、初めて温か

いものを食べた」と喜んでくれた。 

その次の訪問時、自衛隊が炊き出しを行っている避難所に主食を届けてくれないか、との要請を

 

戦争と差別と貧困に反対するリサイクルショップ「たみとや」で署名受け付けています。 

Tel/Fax03-6662-8205 ホームページ「たみとや日誌」http://tamitoya.web.fc2.com/diary-2011-index.html 



受けた。一食でも差し入れがあると、自衛隊もほんの少しだけ休めるのでうれしいと。 

そう、自衛隊もへとへとなのだ。路上生活者の支援活動を毎週行っている者として、毎日２００

食を用意することの大変さは想像に難くない。さっそく、炊き込みご飯を用意して出かけた。 

出かけて行ったその避難所（いわき湯本のある小学校）の校庭に自衛隊の「炊き出し」部隊は駐

留していた。「野外炊具」という名の１台で２００人分の食事を作ることのできる車両や冷蔵車、

テント、トラックがずらっと並んでおり、そこで毎回２００人分の食事を作って近隣の避難所に配

っていると聞いた。その日自衛隊は、私たちの炊き込みご飯にあわせておかずと汁を準備してくれ

ていた。私たちは炊き出しの後、自衛官にも温かい飲み物を配った。 

さらに先週出かけた時には、自衛隊も物資不足で、食事作りに苦心していることを知った。次回

は、直前にニーズを聞いて、必要な食材（野菜、豆腐、調味料になりそうだ）を運ぶことにした。 

町を走ると、「災害派遣」と表示された自衛隊の車両にたびたび出会う。避難所にいる若い隊員

たちはきびきびと働いているし、礼儀正しい。私たちまで、敬礼で見送ってくれる。自衛官がやっ

てくると子どもたちが「かっこいいー！」と取り囲む。やさしく、そしてすがすがしい、感じのよ

い働き者の若者たちだ。 

そんな姿を見ながら、ひとつだけ「残念だなー」と思うことがある。それは「迷彩服」。被災地

で迷彩服である必要はないと思う。いや逆に、津波被害のがれきの中や、電気の届かない場所では、

迷彩服では目立たないから危ないのではないかと心配だ。海外の緊急救助隊の服装は、機能的でか

つ目立ちやすい色でカッコいい。自衛隊も、あのようなカッコいい服装にすればいいのに、と思う。

今、被災地の自衛隊は、まさしく私たちの命を守る仕事をしてくれているのである。だから、その

若者たちの命も守られなければならない。 

「迷彩服をカッコいい救援服に着替えて、名前も『自衛隊』ではなく『国際平和協力隊』とかに

したら、本当の意味で人々の命を守るカッコいいチームになるのになぁ。」などと密かにつぶやい

ている。何よりも、一生懸命働く彼らを見ながら、「あの若者たちに武器など決して持たせてはい

けない」と思うのである。 

 

 

2011 年 5 月のイベント 

○もうもうもうもう黙黙黙黙ってられないってられないってられないってられない! ! ! ! 原発原発原発原発なくせなくせなくせなくせ    ５５５５・・・・７７７７アクションアクションアクションアクション 

 日時：5月 7日(土) 午後 1時 場所：千葉市中央公園  

呼びかけ：とめよう戦争への道！百万人署名運動・千葉連絡会 

○５．７原発やめろデモ!!!!!!! 

 日時：5 月 7 日(土) 午後 2時 場所：渋谷区役所前交差点集合 呼びかけ：素人の乱 

○第 22 回外登法・入管法と民族差別を撃つ全国研究交流集会 

日時：5月 8日(日) 午後 1時～ 場所：横浜市・鶴見公会堂（JR鶴見駅すぐ、フーガ 1の 6・7F） 

○「コンピュータ監視法案制定阻止」国会前行動 

日時：5 月 10 日(火) 8：30～13：00 場所：衆院第二議員会館前 

呼びかけ：コンピュータ監視法に反対する弁護士と市民の集い 

○原発廃止！いのちをまもろう！５／１２ワンデーアクション 

日時：5 月 12 日（木） 13 時：ＪＲ新橋駅ＳＬ広場集合 東電・原子力安全・保安院・厚生労働省・文部科

学省に申し入れ行動 18 時半：原発廃止集会 講演「日本の核戦略と原発」講師藤田なぎさん 港区勤労福

祉会館（ＪＲ田町駅から徒歩 5分）主催「平和と民主主義をめざす全国交歓会」(ZENKO) 


